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	応用
	抗原情報
	背景
	eIF4Eは、接合子転写開始前の初期胚において、母体mRNAの翻訳を調節するタンパク質です。eIF4Eは翻訳速度全体にも影響を与えます。eIF4Eは真核生物mRNAの7メチルGTPキャップ構造に結合します。eIF4Eのセリン209のリン酸化は、このタンパク質の7メチルGTPキャップおよび/またはRNAに対する親和性を調節します。リン酸化はまた、eIF4EとeIF4Gの相互作用を促進し、eIF4Fと呼ばれる複合体を形成します。eIF4Eのリン酸化は、多くの細胞種において翻訳速度の上昇と相関しています。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	(1) HEK293ライセート、(2) マウス脾臓ライセート中のeIF4E (Phospho-S209)のウェスタンブロット解析。Phospho-eIF4E (Ser209)抗体を使用。
	

	リン酸化 eIF4E (S209) 抗体を使用したパラフィン包埋マウス腎臓の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

